
調査目的 　　　　最近トスに勝つとレシーブを選択する選手が増えている。

＜　サンプル調査　＞

実施日

調査場所

対象者

調査方法

結　　果

またレシーブを選んだペアが、第１ゲームを取得したかどうかは半数程度にとどまった。
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トスに勝ってレシーブを選択して第１ゲーム取ったペア
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レシーブを選択してゲームに勝ったペア
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レディース日進月歩①

試合のトスに勝って、サービスとレシーブどちらを選んでますか？

平成２６年４月２２日（火）　

京都市向島テニスコート

サービス選択
１５％

レシーブ選択８５％

京都レディース会員１７７名

大会参加の９種別ペア対象に採点票に選択事項を記入

サンプルが少なかったので全国に共通しているとは言い切れないが、これが

シニアテニス（レディース）の現状であると認識したい。

調査結果グラフ　（トスに勝ってどちらを選択）
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　　　　そこでサンプル調査を行いデーターで現状調査を行った。

トスの選択は圧倒的にレシーブが多く、年齢が上るに従い顕著にみられる。

これには、スキル力も加味するものと考えられる。

攻めることが出来ると考えている選手が多いということが分かった。
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数字上では絶対有利を示すことは出来なかったが、レシーブの回数を多くすることで
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またレシーブを選んだペアが、第１ゲームを取得したかどうかは半数程度にとどまった。


